
 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日本民医連 第５４次 

                           （こびらい生協診療所 看護部 牧野あす香） 
 

私は中学 3年生の家族旅行で初めて、辺野古の座り 

込みに参加しました。当時は座り込みの意味も分か 

らず、綺麗な沖縄の海岸で遊んでいました。 
それから 10年が立ち、民医連の職員として参加し 

た辺野古の座り込みは、懐かしさを感じる反面、ま 

だ座り込みが続いている事に虚しさを感じました。 
                    

 

 

                    
                  辺野古の埋め立てを 

1 分 1 秒でも遅らせよう！と住民の方々がゲート前に座り込み、私たちも 

参加しました。しかし、基地警察（黒服）が無断盗撮してきたり、ゲート 

前では立ち退かない住民を、沖縄警察が足と手を持って移動させるという、 

衝撃的なことが起きていました。 

そんな中、毎日反対運動に参加される住民の方は本当に凄いなと思いまし 

た。住民の方からは、「沖縄のことを野放しにしていると、日本で基地政 

策やオスプレイ飛行がすすんでしまう」という言葉が聞かれました。メデ 

ィアも辺野古基地については報道しません。 

知ろうとしないと、知らないところで戦争に 

向けた準備が行われているのだと感じました。今後も平和活動に参加し、 

戦争を起こさない国を目指し、声を上げていきたいと思います。 

 

 

 
 
 

 

 
 

（1） ２０２５年３月１５日 No.３５８       （平成 21年１０月 9日第三種郵便物認可） 
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www.shiga-mcoop.jp/      

 

 

しが健康医療生協 検索 

2025.1.23～1.25 

沖縄・辺野古を訪問、平和の

ために声をあげて・・・ 
 

1 日目：米軍基地見学/辺野古・高江の学習  
 

2 日目：辺野古支援・連帯行動、情勢学習  
 

3 日目：沖縄戦学習・戦跡巡り  
 

一人はみんなのために、みんなはひとりのために 

 


